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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録/再生装置によって利用される光記録媒体において、
　前記光記録媒体のデータが記録/再生される領域は順次に配列される第１領域及び第２
領域を含み、
　前記第１領域は前記第１領域内で連続的に配列される複数の記録単位ブロックを含み、
　前記第２領域は前記第２領域内で連続的に配列される複数の記録単位ブロックを含み、
　各記録単位ブロックは、
　　前記記録単位ブロックに対応し、前記光記録媒体における前記記録単位ブロックの位
置を表すウォブルアドレスであって、前記ウォブルアドレスは複数のアドレスユニットを
有する、ウォブルアドレス
　を含み、
　前記第１領域に配列されている記録単位ブロックのウォブルアドレスの前記アドレスユ
ニットの最下位の２ビットは００、１０及び０１のうちの一つであり、
　前記第２領域に配列されている記録単位ブロックのウォブルアドレスの少なくとも一つ
のアドレスユニットの最下位の２ビットは１１である
　ことを特徴とする光記録媒体。
【請求項２】
　データが記録/再生される領域が順次に配列される第１領域及び第２領域を有する光記
録媒体にデータを記録し、前記光記録媒体からデータを再生する方法において、
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　前記光記録媒体からウォブルアドレスの信号を処理する段階であって、前記第１領域は
前記第１領域内で連続的に配列される複数の記録単位ブロックを含み、前記第２領域は前
記第２領域内で連続的に配列される複数の記録単位ブロックを含み、前記ウォブルアドレ
スは前記光記録媒体からデータが記録されるか再生される記録単位ブロックに対応し、前
記ウォブルアドレスは複数のアドレスユニットを含み、前記第１領域に配列されている記
録単位ブロックのウォブルアドレスの前記アドレスユニットの最下位の２ビットは００、
１０及び０１のうちの一つであり、前記第２領域に配列されている記録単位ブロックのウ
ォブルアドレスの少なくとも一つのアドレスユニットの最下位の２ビットは１１である信
号処理段階と、
　前記信号を処理して検出された前記ウォブルアドレスに対応する前記記録単位ブロック
にデータを記録し、あるいは前記ウォブルアドレスに対応する前記記録単位ブロックから
データを読み取る段階と、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項３】
　データが記録/再生される領域が順次に配列される第１領域及び第２領域を有する光記
録媒体にデータを記録し、前記光記録媒体からデータを再生する装置において、
　前記光記録媒体からウォブルアドレスの信号を処理する信号処理部であって、前記第１
領域は前記第１領域内で連続的に配列される複数の記録単位ブロックを含み、前記第２領
域は前記第２領域内で連続的に配列される複数の記録単位ブロックを含み、前記ウォブル
アドレスは、前記光記録媒体からデータが記録されたり再生されたりする記録単位ブロッ
クに対応し、前記ウォブルアドレスは複数のアドレスユニットを含み、前記第１領域に配
列されている記録単位ブロックのウォブルアドレスの前記アドレスユニットの最下位の２
ビットは００、１０及び０１のうちの一つであり、前記第２領域に配列されている記録単
位ブロックのウォブルアドレスの少なくとも一つのアドレスユニットの最下位の２ビット
は１１である信号処理部と、
　前記信号を処理して検出された前記ウォブルアドレスに対応する前記記録単位ブロック
にデータを記録し、あるいは前記ウォブルアドレスに対応する前記記録単位ブロックから
データを読み取るように前記信号処理部を制御する制御部と、
　を有することを特徴とする装置。
【請求項４】
　データが記録/再生される領域が順次に配列される第１領域及び第２領域を有する光記
録媒体からデータを再生する装置において、
　前記光記録媒体に対してデータを伝達するために光を照射したり受信したりするピック
アップと、
　前記光記録媒体の前記第１領域または前記第２領域からデータを読み取るために前記ピ
ックアップを制御する制御部とを有し、
　前記第１領域は前記第１領域内で連続的に配列される複数の記録単位ブロックを含み、
前記第２領域は前記第２領域内で連続的に配列される複数の記録単位ブロックを含み、
　前記データは記録単位ブロックに記録され、
　前記記録単位ブロックに対応するウォブルアドレスは複数個のアドレスユニットを有し
、
　前記第１領域に配列されている記録単位ブロックのウォブルアドレスの前記アドレスユ
ニットの最下位の２ビットは００、１０及び０１のうちの一つであり、
　前記第２領域に配列されている記録単位ブロックのウォブルアドレスの少なくとも一つ
のアドレスユニットの最下位の２ビットは１１である
　ことを特徴とする再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高密度のディスク容量に対応できるようにウォブルアドレスが割り当てられ
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た光記録媒体、光記録媒体の成形装置及び方法、記録再生装置及び方法に関わる。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＤ（Compact　Disc）、ＤＶＤ（Digital　Versatile　Disc）、ＢＤ（Blu-Ray　Disc
）、ＨＤ－ＤＶＤ（High-Density　Digital　Versatile　Disc）などの光ディスクは、高
容量の記録密度を有するように発展してきた。高容量の記録密度は、二種の方法によって
達成される。一つは、短波長のレーザを利用して面当たりの記録密度を上げることであり
、他の一つは、ディスクの記録層を高くすることである。現在、最も密度が高いＢＤディ
スクで、同波長のレーザを利用してさらに高密度の光ディスク及び記録／再生システムの
開発がなされている。
【０００３】
　図１は、トラックが形成された情報記録媒体のディスク１０の概略図である。図１を参
照するに、光ディスク１０には、螺旋形のグルーブトラックとランドトラックとが形成さ
れている。トラックは、例えば、アドレス情報を示すために、所定の周波数でウォブリン
グされている。
【０００４】
　図２は、図１のトラックの形成例である。図２を参照するに、ウォブル信号は、ディス
ク１０を製作する過程、すなわち、マスタリング（mastering）過程で、レーザビームを
利用してグルーブトラック２０を記録するとき、レーザビームにディスクの半径方向に一
定量のオフセット（offset）を付加し、グルーブトラック２０の両側壁面に形状変化を与
えることによって記録される。所定間隔をおいてディスクの中心から螺旋形にグルーブト
ラック２０を形成していけば、グルーブトラック２０とグルーブトラック２０との間には
、ランドトラック３０が形成される。
【０００５】
　図３は、従来技術によるウォブルアドレスの一例を示す。図３を参照するに、光ディス
ク１０には、データを記録する単位である記録単位ブロック（ＲＵＢ：Recording　Unit
　Block）４００があって、該ＲＵＢに対応するウォブルアドレスは、３個のアドレスユ
ニット（ＡＤＩＰ）、すなわち、ＡＤＩＰ＃１　１００、ＡＤＩＰ＃２　２００、ＡＤＩ
Ｐ＃３　３００から構成される。
【０００６】
　図４は、図３に示されたウォブルアドレスの細部構造を示す。各ＡＤＩＰは、シンクパ
ートとデータパートとから構成される。図４を参照するに、８３ビットのＡＤＩＰ＃１　
１００は、アドレスユニットの先頭部分を識別するための８ビットのシンクパート１１０
と、アドレス情報の実際データが保存されている７５ビットのデータパート１２０とから
構成される。
【０００７】
　データパート１２０は、１５個のＡＤＩＰブロックから構成され、各ＡＤＩＰブロック
は、モノトーンビットと４　ＡＤＩＰビットとから構成される。すなわち、データパート
１２０全体的には、モノトーン１５ビットとＡＤＩＰ　６０ビット（４ビット＊１５）と
から構成される。かようなＡＤＩＰ　６０ビットの具体的な構成が図５に示されている。
【０００８】
　図５は、図４に図示されたウォブルアドレスのさらに細部的な構造を示している。図５
を参照するに、ＡＤＩＰ　６０ビット５００は、２４ビットのアドレスデータ５１０と、
記録条件などの付加情報を記録するための１２ビットの補助データ５２０と、アドレスデ
ータのエラー訂正のための２４ビットのパリティデータ５３０とから構成される。
【０００９】
　このうち、アドレスデータ５１０は、多層である場合に、層番号を示す３ビットのレイ
ヤ情報５１１と、ＲＵＢのアドレスを示す１９ビットのＲＵＢ情報５１２と、ＲＵＢ内で
ＡＤＩＰのアドレスを示すＲＵＢ内アドレス５１３とから構成される。
【００１０】
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　図６は、図５に示されたアドレスデータのビット構成を示している。図６を参照するに
、１ニブル（nibble）は４個のビットから構成され、各アドレスデータは、６ニブルのア
ドレスデータ、３ニブルの補助データ（Aux　data）、６ニブルのパリティデータから構
成されている。
【００１１】
　前述のようなウォブルアドレス構造では、２４ビットでウォブルアドレスを表現してい
る。該２４ビットのうち、レイヤ番号を示す最上位３ビットと、１つのＲＵＢ内での位置
を示す最下位２ビットとを除外すれば、１つのＲＵＢを示すビットは１９ビットである。
すなわち、２１９個の互いに異なるＲＵＢを示すことができる。そして、１つのＲＵＢは
、２０４８＊３２バイト（６４Ｋバイト）の容量を有する。従って、１９ビットで示すこ
とができる記録媒体の容量は、次の通りである。
【００１２】
　64Kbytes*219=34，359，738,368bytes=approximately　34Gbytes
　しかし、現在３４Ｇバイト以上の記録密度を有するディスクが開発されており、既存の
ＡＤＩＰアドレス構造では、それらをいずれも表現できない。
【００１３】
　従って、既存システムの変更を最小にしながらも、高容量のディスクに対応できる方法
が要求されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明は、前記のような問題点を解決して高密度のディスク容量に対応できるように、
ウォブルアドレスが割り当てられた光記録媒体、光記録媒体の成形装置及び方法、記録再
生装置及び方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の１つの特徴は、記録／再生装置によって実行される光記録媒体において、前記
記録／再生装置によって、データが記録／再生される記録単位ブロックと、前記記録単位
ブロックに対応するウォブルアドレスであって、複数個のウォブルアドレス・ユニットを
含む該ウォブルアドレスとを含み、前記各ウォブルアドレス・ユニットは、２８ビットか
らなる前記光記録媒体上の前記記録単位ブロックのアドレスを示すアドレス情報と、８ビ
ットからなる付加情報と、２４ビットからなるパリティ情報とを含むことである。
【００１６】
　前記アドレス情報は、前記光記録媒体上の前記記録単位ブロックのレイヤ番号を示す３
ビットのレイヤ情報と、前記光記録媒体上の前記記録単位ブロックのアドレスを示す２３
ビットの記録単位ブロックアドレス情報と、前記記録単位ブロック内の前記ウォブルアド
レス・ユニットのアドレスを示す２ビットのアドレス情報とを含む。
【００１７】
　前記アドレス情報は、３ビットの予備領域と、前記光記録媒体上の前記記録単位ブロッ
クのレイヤ番号を示す３ビットのレイヤ情報と、前記光記録媒体上の前記記録単位ブロッ
クのアドレスを示す２０ビットの記録単位ブロックアドレス情報と、記録単位ブロック内
の前記ウォブルアドレス・ユニットのアドレスを示す２ビットのアドレス情報とを含む。
【００１８】
　本発明の他の特徴は、記録／再生装置によって、データが記録／再生される第１領域及
び第２領域を有する光記録媒体において、データが記録／再生される記録単位ブロックと
、前記記録単位ブロックに対応し、前記光記録媒体での前記記録単位ブロックの位置を示
すウォブルアドレスであって、複数個のアドレスユニット（ＡＤＩＰ）を含む該ウォブル
アドレスとを含み、前記記録／再生装置が、複数個のＡＤＩＰいずれからものアドレス情
報の組合わせによって、前記記録単位ブロックが前記光記録媒体の前記第１領域、または
前記第２領域にあるかを決定できるように、前記各ＡＤＩＰは、前記記録単位ブロックの
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対応するＡＤＩＰの位置を示すアドレス情報を含むことである。
【００１９】
　前記ウォブルアドレスは３個のＡＤＩＰを含み、前記アドレス情報は、前記アドレス情
報の組合わせが６ビットになるように、２ビットであることが望ましい。
【００２０】
　前記アドレス情報の６ビットの組合わせが１００１００であれば、前記ウォブルアドレ
スは、前記第１領域のアドレスであり、前記アドレス情報の６ビットの組合わせが１１１
００１であるならば、前記ウォブルアドレスは、前記第２領域のアドレスでありうる。
【００２１】
　本発明のさらに他の特徴は、光記録媒体の成形装置において、前記光記録媒体にデータ
が記録される記録単位ブロックに対応するウォブルアドレスが複数個のウォブルアドレス
・ユニットから構成され、前記各ウォブルアドレス・ユニットは、前記光記録媒体上の前
記記録単位ブロックのアドレスを示す２８ビットのアドレス情報と、８ビットの付加情報
と、２４ビットのパリティ情報とから構成されたウォブルアドレス単位構造を有するウォ
ブルアドレスが生成されるように制御する制御部と、前記制御部の制御によって、前記光
記録媒体に前記生成されたウォブルアドレスをカッティングするカッティング部とを備え
ることである。
【００２２】
　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生装置によって、データが記録される第１領域及
び第２領域を有する光記録媒体を成形する光記録媒体の成形装置において、前記光記録媒
体にデータが記録される記録単位ブロックに対応するウォブルアドレスの生成を制御する
制御部であって、前記ウォブルアドレスは複数個のＡＤＩＰを含み、前記各ＡＤＩＰは、
前記記録単位ブロックで前記ＡＤＩＰの位置を示すためのアドレス情報を有することによ
って、前記記録／再生装置は、前記複数のＡＤＩＰいずれからものアドレス情報の組合わ
せによって、前記記録単位ブロックが前記光記録媒体の第１領域、または第２領域にある
かを決定する該制御部と、前記制御部の制御によって、前記光記録媒体にウォブルアドレ
スをカッティングするカッティング部とを備えることである。
【００２３】
　本発明のさらに他の特徴は、光記録媒体のデータ記録再生装置において、前記光記録媒
体にデータが記録される記録単位ブロックに対応するウォブルアドレスが複数個のウォブ
ルアドレス・ユニットから構成され、前記各ウォブルアドレス・ユニットは、前記光記録
媒体上の前記記録単位ブロックのアドレスを示す２８ビットのアドレス情報と、８ビット
の付加情報と、２４ビットのパリティ情報とから構成されたウォブルアドレス単位構造を
有するウォブルアドレスの信号処理を行う信号処理部と、前記信号処理によって検出され
たウォブルアドレスに対応する記録単位ブロックにデータを記録したり、前記ウォブルア
ドレスに対応する記録単位ブロックからデータを読み取るように、前記信号処理部を制御
する制御部とを備えることである。
【００２４】
　本発明のさらに他の特徴は、第１領域及び第２領域を有する光記録媒体のデータ記録再
生装置において、前記光記録媒体からウォブルアドレスの信号を処理する信号処理部であ
って、前記光記録媒体にデータが記録される記録単位ブロックに対応するウォブルアドレ
スは、複数個のＡＤＩＰを含み、前記装置が、前記複数のＡＤＩＰいずれからものアドレ
ス情報の組合わせによって、前記記録単位ブロックが前記光記録媒体の第１領域、または
第２領域にあるかを決定するために、各ＡＤＩＰは、前記記録単位ブロックで対応するＡ
ＤＩＰの位置を示すアドレス情報を含む該信号処理部と、前記信号処理によって検出され
たウォブルアドレスに対応する記録単位ブロックにデータを記録したり、前記ウォブルア
ドレスに対応する記録単位ブロックからデータを読み取るように、前記信号処理部を制御
する制御部とを備えることである。
【００２５】
　本発明のさらに他の特徴は、光記録媒体の成形方法において、前記光記録媒体にデータ
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が記録される記録単位ブロックに対応するウォブルアドレスが複数個のウォブルアドレス
・ユニットから構成され、前記各ウォブルアドレス・ユニットは、光記録媒体上の記録単
位ブロックのアドレスを示す２８ビットのアドレス情報と、８ビットの付加情報と、２４
ビットのパリティ情報とから構成されたウォブルアドレス単位構造を有するウォブルアド
レスを生成する段階と、前記生成されたウォブルアドレスを前記光記録媒体にカッティン
グする段階とを含むことである。
【００２６】
　本発明のさらに他の特徴は、記録／再生装置によって、データが記録／再生される第１
領域及び第２領域を有する光記録媒体を成形する光記録媒体の成形方法において、前記光
記録媒体上にウォブルアドレスを生成する段階であって、前記ウォブルアドレスは、前記
光記録媒体にデータが記録／再生される記録単位ブロックに対応し、前記ウォブルアドレ
スは複数個のＡＤＩＰを含み、前記各ＡＤＩＰは、前記記録単位ブロック内で前記ＡＤＩ
Ｐの位置を示すためのアドレス情報を有することによって、前記記録／再生装置が、前記
複数個のＡＤＩＰいずれからものアドレス情報の組合わせによって、前記記録単位ブロッ
クが前記第１領域、または前記第２領域にあるかを決定する該段階と、前記光記録媒体に
前記生成されたウォブルアドレスをカッティングする段階とを含むことである。
【００２７】
　本発明のさらに他の特徴は、光記録媒体のデータ記録再生方法において、前記光記録媒
体にデータが記録される記録単位ブロックに対応するウォブルアドレスが複数個のウォブ
ルアドレス・ユニットから構成され、前記各ウォブルアドレス・ユニットは、２８ビット
のアドレス情報と、８ビットの付加情報と、２４ビットのパリティ情報とから構成された
ウォブルアドレス単位構造を有するウォブルアドレスの信号処理を行う段階と、前記信号
処理によって検出されたウォブルアドレスにデータを記録したり、前記ウォブルアドレス
からデータを読み取る段階とを含むことである。
【００２８】
　本発明のさらに他の特徴は、第１領域及び第２領域を有する光記録媒体のデータ記録再
生方法において、前記光記録媒体からウォブルアドレスの信号を処理する段階であって、
前記光記録媒体にデータが記録される記録単位ブロックに対応するウォブルアドレスは、
複数個のＡＤＩＰを含み、前記装置が、前記複数のＡＤＩＰいずれからものアドレス情報
の組合わせによって、前記記録単位ブロックが前記光記録媒体の第１領域、または第２領
域にあるかを決定するために、各ＡＤＩＰは、前記記録単位ブロックで対応するＡＤＩＰ
の位置を示すアドレス情報を含む該段階と、前記信号処理によって検出されたウォブルア
ドレスに対応する記録単位ブロックにデータを記録したり、前記ウォブルアドレスに対応
する記録単位ブロックからデータを読み取る段階とを含むことである。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、ウォブルの形態やＥＣＣなどの変更なしに、記録面当たり割り当て可
能なウォブルアドレス空間を拡張できる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】トラックが形成された情報記録媒体の一例を示す図である。
【図２】図１に図示された情報記録媒体のウォブリングされたトラックを示した図である
。
【図３】従来技術によるウォブルアドレスの一例を示す図である。
【図４】図３に図示されたウォブルアドレスの細部構造を示す図である。
【図５】図４に図示されたウォブルアドレスのさらに細部的な構造を示す図である。
【図６】図５に図示されたアドレスデータのビット構成を示す図である。
【図７Ａ】本発明の一例によるウォブルアドレスのアドレスデータ構成の一例を示す図で
ある。
【図７Ｂ】本発明の一例によるウォブルアドレスのアドレスデータ構成の他の例を示す図
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である。
【図８】図７Ａ及び図７Ｂに図示されたアドレスデータのビット構成を示す図である。
【図９】２つの領域に区分された光記録媒体の構成を示す図である。
【図１０】本発明の他の例によって、従来のウォブルアドレス構成を利用して光記録媒体
の２つの領域を区別するための方法を説明するための参考図である。
【図１１】本発明による記録再生装置の概略を示す図である。
【図１２】本発明によるウォブル信号記録装置の概略を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、添付された図面を参照しつつ、本発明について詳細に説明する。
【００３２】
　本発明によって、高密度のディスク容量に対応できるようにウォブルアドレスを割り当
てる方法の一つは、既存の構造で、補助データのためのビット割り当てを減らし、減った
ほどのビットをアドレス情報に利用するのである。
【００３３】
　図７Ａは、本発明の一例によるウォブルアドレスのアドレスデータ構成を示している。
図７Ａを参照するに、本発明によるＡＤＩＰ（address　unit）６０ビット７００は、２
８ビットのアドレスデータ７１０、８ビットの補助データ７２０、２４ビットのパリティ
データ７３０から構成される。従来に１２ビットから構成されていた補助データを８ビッ
トに減らし、従来に２４ビットであったアドレスデータに４ビットを加えて２８ビットを
構成する。
【００３４】
　アドレスデータ７１０は、３ビットのレイヤ情報７１１、２３ビットのＲＵＢ（Record
ing　Unit　Block）情報７１２、２ビットのＲＵＢ内アドレス７１３を含む。このように
構成すれば、既存と同一のＲＵＢのサイズを維持しつつ、２２３個の互いに異なるＲＵＢ
を示すことができる。
【００３５】
　図７Ｂは、本発明の一例によるウォブルアドレスのアドレスデータ構成の他の例を示し
ている。図７Ｂを参照するに、本発明によるＡＤＩＰ
６０ビット７００は、２８ビットのアドレスデータ７１０、８ビットの補助データ７２０
、２４ビットのパリティデータ７３０から構成される。従来に１２ビットから構成されて
いた補助データを８ビットに減らし、従来に２４ビットであったアドレスデータに４ビッ
トを加えて２８ビットを構成する。
【００３６】
　アドレスデータ７１０は、３ビットの予備領域７１４、３ビットのレイヤ情報７１１、
２０ビットのＲＵＢ情報７１２、２ビットのＲＵＢ内アドレス７１３を含む。このように
構成すれば、既存と同一のＲＵＢのサイズを維持しつつ、２２０個の互いに異なるＲＵＢ
を示すことができる。図７Ｂに図示された例が表現できるアドレス空間面は、図７Ａの例
よりも小さいが、他の規格との互換性のために、アドレスデータ７１０の前部３ビットを
予備領域として設けることができる。
【００３７】
　図８は、図７Ａ及び図７Ｂに示されたアドレスデータのビット構成を示している。図８
を参照するに、ＡＴＩＰアドレスデータ７１０は７ニブル（nibble）から構成され、補助
データ（AUX　Data）７２０は２ニブルから構成され、パリティデータ７３０は６ニブル
から構成される。
【００３８】
　以上のような本発明によれば、ウォブルの形態やＥＣＣ（Error　Correction　Code）
法の変更なしに、アドレスデコーダや補助データデコーダの一部変更によって、既存のシ
ステムよりも数十倍の容量拡張が可能である。
【００３９】
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　本発明によって、高密度のディスク容量に対応できるようにウォブルアドレスを割り当
てる方法の他の一つは、アドレスビット割り当ての変更なしに、既存のアドレスフォーマ
ットを利用して２倍の容量を表現することである。すなわち、２４ビットのアドレス情報
のうち、最下位２ビットに示されるパターンを異ならせ、既存より２倍の容量を割り当て
ることを可能にするのである。１つのＲＵＢ内でアドレスを示す最下位２ビットで示すこ
とができるのは、００ｂ、０１ｂ、１０ｂ、１１ｂの全てで四種である。１つのＲＵＢに
は３個のＡＤＩＰが入ることが可能であるので、１つの余裕分が生じることとなる。従っ
て、１つの記録層でディスクを２個の領域に分け、最初の領域では、例えば００ｂ，０１
ｂ，１０ｂとアドレスを表示し、次の領域では、例えば０１ｂ，１０ｂ，１１ｂとアドレ
スを表示する。かような方法で、既存システムのアドレスデコーダなどの変更なしに、２
倍ほどの容量を表示できる。
【００４０】
　図９は、２つの領域に区分された光記録媒体の構成を示している。図９を参照するに、
ディスクは、第１領域Ａと第２領域Ｂとから構成される。既存と同じアドレスフォーマッ
トで、ディスクの第１領域及び第２領域を区別することによって、既存の容量より２倍の
アドレス容量を表現できる。
【００４１】
　図１０は、本発明の他の例によって、従来のウォブルアドレス構成を利用し、光記録媒
体の２つの領域を区別するための方法を説明するための参考図である。図１０を参照する
に、ディスクのＲＵＢ　９００は、３個のＡＤＩＰであるＡＤＩＰ＃１　９１０、ＡＤＩ
Ｐ＃２　９２０、ＡＤＩＰ＃３　９３０から構成されたウォブルアドレスが対応する。
【００４２】
　各ＡＤＩＰであるＡＤＩＰ＃１　９１０、ＡＤＩＰ＃２　９２０、ＡＤＩＰ＃３　９３
０から、それぞれＲＵＢ内アドレス９１１、ＲＵＢ内アドレス９２１、ＲＵＢ内アドレス
９３１を抽出してこれらを結合する。この結合された情報のパターンから、ディスクの第
１領域であるか第２領域であるかを区別できる。
【００４３】
　すなわち、ＲＵＢ内アドレスが集められた情報のパターンが第１値であるならば、第１
領域を、パターンが第２値であるならば、第２領域を示すと決定できる。図１０では、例
えば、集められた情報のパターンが「１０　０１　００」であるならば、第１領域、集め
られた情報のパターンが「１１　１０　０１」であるならば、第２領域を示すと決定する
。
【００４４】
　このように集められた情報である６ビットの全体的なパターンをいずれも利用し、第１
領域及び第２領域を区別することができるが、他の方法で区別することも可能である。
【００４５】
　すなわち、ＲＵＢ内アドレス９１１,９２１,９３１それぞれは、２ビットからなってお
り、２ビットで表現できるのは四種の情報、すなわち、００,０１,１０,１１になる。か
ような四種の情報のうち、三種の情報を利用して２個の領域を区別するので（１つのＲＵ
Ｂ内に３個のＡＤＩＰが入っており、各ＡＤＩＰから２ビットを抽出するので）、２個の
領域を表現する互いに異なる２個のパターンについて見れば、各パターンは、２個の共通
情報と、１個の個別情報とを有することになる。図１０に図示された例について見れば、
第１領域を表現するパターンと第２領域を表現するパターンは、二種の情報、すなわち１
０,０１を共通して有し、第１領域を表現するパターンは、かような共通情報以外に、個
別情報００をさらに有しており、第２領域を表現するパターンは、かような共通情報以外
に、個別情報１１をさらに有している。従って、全体的なパターンをもって第１領域及び
第２領域を区別することができるが、それとは異なり、パターンを共通情報と個別情報と
に分け、共通情報以外の個別情報を利用し、第１領域及び第２領域を区別することもでき
る。
【００４６】
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　前述の方法によれば、ウォブルの形態やＥＣＣ法などの変更なしに、また既存のアドレ
スデコーダの変更なしに、既存のシステムより２倍の情報容量を表示できるようになる。
【００４７】
　図１１は、本発明による、ディスクを製造する成形装置の概略的なブロック図である。
図１１を参照するに、ディスク成形装置は、制御部１０と、アドレス発生部２０と、信号
処理部３０と、レーザ４０と、変調部５０と、カッティングヘッド６０と、基板回転／移
送部８０とを備える。
【００４８】
　ディスク成形過程は、研磨したガラス基板にフォトレジストを塗布し、この感光膜にレ
ーザビームによる露光によって、ピットやグルーブを形成するカッティングを行う。
【００４９】
　アドレス発生部２０は、アドレスの値を順次に発生させる。
【００５０】
　カッティング部は、フォトレジストされたガラス基板７０にレーザビームを照射してカ
ッティングを行う光学部４０,５０,６０と、ガラス基板７０を回転駆動及びスライド移送
する基板回転／移送部８０と、入力データを記録データに変換して光学部に供給する信号
処理部３０とを備える。
【００５１】
　変調部５０は、レーザ光源４０からの出射光を記録データに基づいて変調し、カッティ
ングヘッド６０は、変調部５０からの変調ビームを集光してガラス基板７０のフォトレジ
スト面に照射する。
【００５２】
　基板回転／移送部８０はガラス基板７０を回転駆動し、その半径方向にスライドさせ、
カッティングヘッド６０のトラックキングなどを制御するサーボの役割を行う。
【００５３】
　信号処理部３０は、アドレス発生部２０から供給されるアドレス情報に基づいてエラー
訂正符号などを付加し、入力データをフォーマットしたり、またはフォーマットされたデ
ータに所定の演算処理を行って変調信号を形成する。
【００５４】
　特に、本発明の一例によって、アドレス発生部２０は、ガラス基板７０にデータが記録
されるＲＵＢに対応するウォブルアドレスが複数個のウォブルアドレス・ユニットから構
成され、前記各ウォブルアドレス・ユニットは、２８ビットのアドレス情報と、８ビット
の付加情報と、２４ビットのパリティ情報とから構成されたウォブルアドレス単位構造を
有するウォブルアドレスが生成されるように、２８ビットのアドレス情報を生成し、これ
を信号処理部３０に提供する。それによって信号処理部３０は、２８ビットのアドレス情
報に付加情報などを付け、ＥＣＣのような処理を行ってパリティを付加し、ウォブルアド
レスを生成する。
【００５５】
　また、本発明の他の例によって、前記光記録媒体に記録されるデータの単位であるＲＵ
Ｂには、複数個のＡＤＩＰから構成されたウォブルアドレスが対応し、前記各ＡＤＩＰは
、前記ウォブルアドレス内で前記ＡＤＩＰの位置を示すためのアドレス情報を有し、前記
複数個のＡＤＩＰそれぞれから抽出されたアドレス情報が集まった結合情報から、前記第
１領域と前記第２領域とが区別されるべくウォブルアドレスが生成されるように、アドレ
ス発生部２０は、アドレス情報を生成してこれを信号処理部３０に提供する。これによっ
て信号処理部３０は、このアドレス情報に付加情報などを付け、ＥＣＣのような処理を行
ってパリティを付加し、ウォブルアドレスを生成する。
【００５６】
　カッティング時に、基板回転／移送部８０がガラス基板７０を一定線速度で回転駆動さ
せ、ガラス基板を回転させた状態で所定のトラックピッチで螺旋状のトラックが形成され
ていくようにスライドさせる。そして、レーザ光源４０からの出射光は、変調部５０を介
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して信号処理部３０からの変調信号に基づく変調ビームになり、カッティングヘッド６０
からガラス基板７０のフォトレジスト面に照射され、その結果、フォトレジストがデータ
やグルーブに基づいて感光される。
【００５７】
　制御部１０は、かようなカッティング部９０のカッティング時の動作を制御し、基板回
転／移送部８０のカッティング位置によって、アドレス発生部２０を制御する。
【００５８】
　図１２は、本発明による記録再生装置の概略的なブロック図である。図１２を参照する
に、ディスクドライブ装置は、ピックアップ１５と、レーザ駆動部１１と、マトリックス
回路１２と、サーボ１３と、システム制御部１４と、信号処理部２６とを備える。
【００５９】
　ピックアップ１５は、ディスク上の記録可能領域でのグルーブトラックのウォブリング
に埋め込まれたＡＤＩＰ情報を判読する。記録時には、ピックアップ１５によって、記録
可能領域でのトラックに、ユーザデータが位相変化マークとして記録され、再生時には、
ピックアップ１５によって記録された位相変化マークの判読が行われる。
【００６０】
　ピックアップ１５のレーザダイオードは、レーザ駆動部１１からのドライブ信号によっ
てレーザ発光駆動される。
【００６１】
　ディスクからの反射光情報は、光検出器（図示せず）によって検出され、受光光量によ
る電気信号になってマトリックス回路１２に供給される。
【００６２】
　マトリックス回路１２は、光検出器からの出力電流を受信し、再生データに相当する高
周波信号、サーボ制御のための信号及びグルーブのウォブリングに係る信号を生成する。
【００６３】
　マトリックス回路１２から出力される再生データ信号は記録／読み取り部２１に、サー
ボ制御信号はサーボ１３に、ウォブリングに係る信号はウォブル信号処理部２４に供給さ
れる。
【００６４】
　記録／読み取り部２１は、再生データ信号を二値化処理してＰＬＬによる再生クロック
生成処理などを行い、位相変化マークとして判読されたデータを再生し、変／復調部２２
に供給する。
【００６５】
　変／復調部２２は、再生時のデコーダ機能と記録時のエンコーダ機能とを行う。
【００６６】
　再生時にはデコード処理であった、再生クロックに基づいてＲＬＬコードの復調処理を
行う。
【００６７】
　ＥＣＣ　エンコーダ／デコーダ２３は、記録時にエラー訂正コード（ＥＣＣ）を付加す
るＥＣＣ　エンコーディング処理と、再生時にエラー訂正を行うＥＣＣデコード処理とを
行う。ＥＣＣエンコーダ／デコーダ２３で再生データにデコーディングされたデータは、
システム制御部１４の指示に基づいて判読され、ＡＶシステム（図示せず）に伝送される
。
【００６８】
　マトリックス回路１２から出力されるグルーブのウォブリングに係る信号であるプッシ
ュプル信号は、ウォブル信号処理部２４で処理される。ＡＤＩＰ情報としてのプッシュプ
ル信号は、ウォブル信号処理部２４で復調され、ＡＤＩＰアドレスを構成するデータスト
リームに復調され、アドレス検出部２５に供給される。
【００６９】
　アドレス検出部２５は、供給されるデータに対するデコーディングを行ってアドレス値
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を得て、システム制御部１４及び記録／読み取り部２１に供給する。
【００７０】
　特に、本発明によって、ウォブル信号処理部２４は、前記光記録媒体にデータが記録さ
れるＲＵＢに対応するウォブルアドレスが複数個のウォブルアドレス・ユニットから構成
され、前記各ウォブルアドレス・ユニットは、２８ビットのアドレス情報と、８ビットの
付加情報と、２４ビットのパリティ情報とから構成されたウォブルアドレス単位構造を有
するウォブルアドレスの信号処理を行い、アドレス検出部２５は、これによって２８ビッ
トのアドレス情報を検出する。
【００７１】
　また、本発明の他の例によって、ウォブル信号処理部２４は、前記光記録媒体に記録さ
れるデータの単位であるＲＵＢには、複数個のＡＤＩＰから構成されたウォブルアドレス
が対応し、前記各ＡＤＩＰは、前記ウォブルアドレス内で前記ＡＤＩＰの位置を示すため
のアドレス情報を有し、前記複数個のＡＤＩＰそれぞれから抽出されたアドレス情報が集
まった結合情報から、前記第１領域と前記第２領域とが区別になるように構成されたウォ
ブルアドレスの信号処理を行う。そして、アドレス検出部２５は、これによってウォブル
アドレスが第１領域のアドレスであるか、第２領域のアドレスであるかを検出し、また各
領域でのアドレス情報を検出する。
【００７２】
　前述のような記録再生方法はまた、コンピュータで読み取り可能な記録媒体にコンピュ
ータで読み取り可能なコードとして具現することが可能である。コンピュータで読み取り
可能な記録媒体は、コンピュータシステムによって読み取り可能なデータが保存されるあ
らゆる種類の記録装置を含む。コンピュータで読み取り可能な記録媒体の例としては、Ｒ
ＯＭ（Read-Only　Memory）、ＲＡＭ（Random-Access　Memory）、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テ
ープ、フロッピー（登録商標）ディスク、光データ保存装置などがあり、またキャリアウ
ェーブ（例えば、インターネットを介した伝送）の形態で具現されるものも含む。また、
コンピュータで読み取り可能な記録媒体は、ネットワークに連結されたコンピュータシス
テムに分散され、分散方式でコンピュータで読み取り可能なコードが保存されて実行され
うる。そして、前記記録再生方法を具現するための機能的な（function）プログラム、コ
ード及びコードセグメントは、本発明が属する技術分野のプログラマらによって容易に推
論されうるのである。
【００７３】
　以上、本発明について、その望ましい実施形態を中心に説明を行った。本発明が属する
技術分野で当業者ならば、本発明が本発明の本質的な特性から外れない範囲で変形された
形態で具現できるということを理解することができるであろう。従って、開示された実施
形態は、限定的な観点ではなくして説明的な観点から考慮されねばならない。本発明の範
囲は、前述の説明ではなくして特許請求の範囲に示されており、それと同等な範囲内にあ
るあらゆる差異点は、本発明に含まれるものと解釈されねばならない。例えば、本発明の
他の例によって、予備領域は、３ビットよりも小さくもあり大きくもあり、従って、ＲＵ
Ｂアドレス情報は、２０ビットよりも小さくあり大きくもありえる。従って、本発明は、
開示された例に限定されずに、特許請求の範囲内に属するあらゆる例を含むのである。
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